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原子炉設置変更許可申請の概要（１／４）

【原子炉設置変更許可の申請案件一覧】

＜新規制基準施行後の規則改正への対応＞

・有毒ガス防護対策

新規制基準施行後の規則改正への対応として、原子炉設置変更許可の本
文等に有毒ガスの発生に対する防護方針を追加するため、発電用原子炉
設置変更許可申請を実施する。

１
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原子炉設置変更許可申請の概要（２／４）

＜設置許可基準規則の改正の概要＞
有毒ガスが発生した場合においても、中央制御室の運転員及び緊急時対策
要員が必要な操作を行えるよう、有毒ガス濃度を基準値以下とする防護を
要求する設置許可基準規則が、2017年５月１日より施行

※経過措置期限：2020年5月1日以降の最初の施設定期検査終了日又は運転開始の前日の

いずれか早い日までに許認可を受ける必要あり

＜本申請の概要＞

①有毒ガス防護に関する設計方針を記載
発電所敷地内外の薬品タンク等から漏えいした場合に発生する有毒ガス
の影響評価を実施し、その結果を踏まえ、有毒ガスの影響により、中央
制御室の運転員及び緊急時対策要員の対処能力が著しく低下しない設計
とすることを記載

②有毒ガス防護に係る手順や体制整備を記載
予期せず発生する有毒ガスに対する運転員等への防護のため、防護具の
配備や防護のための手順の整備、通信連絡設備による周知手順の整備に
ついて記載

２
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中央制御室

原子炉設置変更許可申請の概要（３／４）

３

①発電所敷地内外の薬品タンク等の調査を行い、漏えいした場合に発生する有
毒ガスが、中央制御室の運転員及び緊急時対策要員に影響を及ぼす濃度以下
であることを確認

吸気口

敷地内敷地外

排気口

薬品タンク等

薬品運搬用ローリー等

化学工場等

※イメージ
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原子炉設置変更許可申請の概要（４／４）

４

②－１評価結果によらず、予期せず発生する有毒ガスへの対応として防護具を
配備するとともに、対応手順を整備

装着例防護具

②－２有毒ガスの発生による異常を検知した場合に、通信連絡設備による以下
の対応手順を整備

 有毒ガスの発生による異常を検知した場合に、中央制御室に有毒ガスの
発生を連絡する手順

 中央制御室から、緊急時対策要員等に有毒ガスの発生を連絡する手順


